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保健所長から新型コロナウイルス感染症の患者に係る行方不明者届がなされた場

合の対応上の留意事項について

行方不明者の発見活動については、行方不明者発見活動に関する規則（平成21年国家公

安委員会規則第13号。以下「規則」という。)等に基づき実施しているところであるが、

新型コロナウイルス感染症の患者に係る行方不明事案について、保健所長から行方不明者

届がなされた場合の対応は下記のとおりとするので、適切な発見活動に努められたい。

なお、本件については、警察庁が厚生労働省と協議済みであり、同省から各自治体に対

し別添のとおり事務連絡「「新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療養及び自

宅療養の対象並びに自治体における対応に向けた準備について」に関するＱ＆Ａについて

（その７）抜粋」が発出されているので参考とされたい。

記

１ 届出の受理

保健所長は、規則第６条第１項各号の届出人には該当しないが、規則第30条は「行方

不明者届をしようとする者が第６条第１項各号に掲げる者ではない場合であっても、生

活の本拠を離れその行方が明らかでない者のうち、第２条第２項各号のいずれかに該当

すると認められるもの」については、「規則による措置をとることができる」と規定し

ているところ、本件届出に係る行方不明者については、感染症の発症や感染拡大の可能

性があることから、特異行方不明者（規則第２条第２項第５号）として、規則第30条に

基づく警察署長の措置により保健所長から行方不明者届を受理すること。

２ 発見活動

特異行方不明者として必要な手配を行うとともに、立ち回り見込み先の調査等、所要

の発見活動を行うこと。

３ 発見時の措置

１の行方不明者届に係る行方不明者を発見した場合、青森県個人情報保護条例（平成

10年12月青森県条例第57号）に従い、保健所に対し、当該行方不明者の居所や連絡先に

関する情報を提供すること。

４ 留意事項

(1) 発見活動に当たっては、当該行方不明者のプライバシーに十分配慮すること。



(2) 発見活動において防護具等が必要と認められる場合は、保健所に提供を求めるなど、

警察職員の感染防止に十分配意すること。

(3) 受理時においては、当該行方不明者を発見した場合における保健所側の対応や、夜

間・休日の連絡窓口等について確認しておくなど、必要な調整を図ること。

(4) 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）

においては、警察が行使し得る特別な権限に関する規定は設けられておらず、一般的

な警察権限に関する法令の枠内での対応が原則となることに留意すること。
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